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減額廃止減額廃止減額廃止減額廃止

おめでとうございます
結婚60周年!!
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使用料 の特例 10%減額
廃止へ

討論

原案可決

＊65才以上の独居・高齢者世帯
＊400世帯×3,000円
＊�委託をせずに消防団が取り付けなど
を行う

＊20万円の10件分
＊�希望者が多い場合は補正予算で対応
＊３分の２を助成、３分の１は本人

平成21年４月１日から10％減額されていた公共下水道使用料を、平成30年10月１日
より３段階で正規料金に戻していく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①平成30年10月～平成31年３月…７％減額
②平成31年４月～平成32年３月…６％減額
③平成32年４月～平成33年３月…２％減額

ブロック塀の撤去・改修
200万円

火災報知機の購入
120万円

河
中

松
本

加
藤

橋
井

松
田

反
対

賛
成

三
島
尋
子
　
議
員

松
田
悦
郎
　
議
員

三
島

江
田

井
藤５対３

　

国
民
は
、
消
費
税
を
は
じ
め
負
担
を
強

い
ら
れ
、
景
気
が
良
く
な
っ
た
と
い
う
実

感
は
な
い
。

　

下
水
道
使
用
料
は
、
自
治
体
で
決
め
る

も
の
だ
。

　

10
％
減
額
は
、
全
住
民
が
唯
一
、
等
し

く
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

年
間
の
削
減
額
は
６
５
０
万
円
。
現
在

の
財
政
状
況
か
ら
値
上
げ
に
早
急
に
対
応

す
る
必
要
は
な
い
。

　

本
来
、
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
独

立
採
算
制
の
原
則
が
あ
り
、
住
民
が
使
用

し
た
だ
け
負
担
を
負
う
の
が
基
本
的
な
考

え
で
あ
る
。
10
％
減
額
と
い
う
の
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
あ
り
原
則
に

反
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
段
階
的
に
引
き
下
げ
る
や
り
方

で
消
費
税
増
税
に
も
配
慮
さ
れ
、
全
自
治

会
で
の
説
明
会
で
も
、
特
段
の
反
対
は
出

な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

時
限
的
な
特
例
で
あ
り
、
恒
久
的
に
続

く
も
の
で
は
な
い
。

補正
予算

９
月
定
例
会
は
９
月
３
日
に
開
会
し
、
９
月
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
条
例
の
一
部
改
正
・
補
正
予
算
・
29
年
度
決
算
の
認
定
・
教
育
委
員
の
選
任
・
福
祉
避
難
所
非
常
用
発
電
設

備
工
事
請
負
契
約
な
ど
の
議
案
11
件
と
、
陳
情
２
件
を
議
決
し
ま
し
た
。

9月定例会

条例改正・補正予算
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議論集中! 

【議案第37号】
日吉津村公共下水道使用料の特例に関する
条例の一部を改正する条例について

公共下水道

ふるさとチョイス
最新の返礼品の１つ

￥5,000に
チューリップ球根
30球セット

補正予算

ネット強化で
� 大幅アップへ！

総務省からの通達で、全国的に激減しているふるさと納税！増額できるか？！

＊インターネット決済手数料…………………………50万円
＊ホームページ改修業務委託料………………………57万円
＊ふるさと納税返礼品開拓及び
　インターネット広告業務委託料……………………75万円

ふるさと
納税

目標2,50
0万円

返礼品は30％まで
� 地場産品のみ

　わが村で唯一、すべての村民が恩恵
を受ける補助である。ぜひ続けてほし
いが今、元にもどす理由はなにか。

（加藤議員）

問 　特例条例であるので、特例をはずす
というもの。いつが適切かと考えて、
首長の責任から半年議論し、この機を
もって、もどしていく。

答

　７自治会の総会に出席し、説明した。
特段、生活が困窮してこの見直しに反
対するという意見は聞いていない。

答

　10％の減額がいきなりなくなると住
民への負担も大きい。来年は消費税が
上がるのでその２％分は残す。その後
の協議は必要と考えている。

答

　「家計の判断で使えるお金が減って
いる。」「全然、景気がよくなったとは思
えない。」そういう声は聞こえているか。
� （江田議員）

問

　３段階ではなく、３年後に経済状況
を見ながら、そこで必要があれば上げ
ていくという選択肢はなかったのか。

（井藤議員）

問

条例改正・補正予算
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各会計の歳入歳出決算額　� 単位：万円

会計別 歳　入 歳　出

一 般 会 計 26億8,827 25億6,168

国民健康保険事業 ４億7,522 ４億6,810

後 期 高 齢 者 医 療 4,307 4,305

下 水 道 事 業 １億2,202 １億2,194

個人情報保護審査会 107 43

災
害
時
避
難
所

小
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

一 般 会 計

後期高齢者医療会計 国民健康保険事業会計

公共下水道事業会計

　新規住宅の下水道接続工事等が前年度で
終了、歳入歳出総額が前年度比26％減額に。

各課の重点施策の説明を受け慎重に審議し、
各会計すべてを、全会一致で認定としました。

　後期高齢者医療保険の運営は県
広域連合で、保険料の徴収は村が
行っています。

　県への納付金が不足した場合、
補填できるよう、5,000万円を基
金に積み立てました。

決算審査

認認定定認認定定
29年度決算 29年度決算29年度決算

▲２億2,779万円　体育館にエアコン設備など



わが村の家計簿はいま!!わが村の家計簿はいまわが村の家計簿はいま!!
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必ず支出しなければならないお金の割合

（経常収支比率）84.1％
　この数字が低いほど弾力的な財政運営がで
きるといわれています。

収入に対する借金返済の割合　　　　

（実質公債費比率）9.6％
　この指数が25％を超えると、借金すること
を制限されます。

家計の余裕度

（財政力指数）71％
　この数値が大きい方が財政力が強いと言わ
れています。

貯金（残高）
８億4,439万円

　　自由に使える貯金。他に目的を持たせた
基金が８つあり、村民一人あたりの貯金　　

23万8,192円。

　良い事業や施策でも、財政基盤や財政計画がなければ実現できません。
　弾力性のある財政構造になっているのかチェックが必要です。

借金の合計（地方債現在高）24億6,382万円
（村民一人あたりの借金額　70万1,100円）

【
決
算
審
査
特
別
委
員
会
意
見
】

①　

沖
縄
交
流
は
相
互
交
流
可
能
な
継
続
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
い
。

②　

ヴ
ィ
レ
ス
テ
ひ
え
づ
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

や
中
高
生
活
動
の
充
実
を
。

③　

消
費
生
活
相
談
の
充
実
を
。

④　

青
年
就
農
給
付
事
業
終
了
後
の
対
策
を
。

⑤　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
委
託
栽
培
の
拡
大
を
含
め
、

多
品
種
の
検
討
を
。

⑥　

小
規
模
保
育
施
設
と
の
連
携
を
密
に
。

⑦　

会
計
の
安
易
な
不
能
欠
損
を
行
わ
ず
、
納
税
者

に
説
明
で
き
る
内
容
で
進
め
ら
れ
た
い
。

⑧　

庁
舎
１
階
の
相
談
室
は
使
用
目
的
に
ふ
さ
わ
し

い
環
境
整
備
を
。

以
上
を
含
め
、
21
項
目
の
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

決算審査

認認定定認認定定
29年度決算 29年度決算29年度決算



　

平
成
26
年
に
発
生
し
た
土
砂
災
害

被
害
状
況
で
は
、
行
政
か
ら
の
避
難

指
示
は
な
く
、
悲
鳴
の
中
で
た
だ
待

っ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　

小
学
校
が
避
難
場
所
に
な
っ
た
場

合
、
ト
イ
レ
が
児
童
用
で
あ
り
対
策

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
大
変
あ
り
が
た
い
が
、

す
べ
て
善
良
な
方
で
は
な
い
こ
と
も

知
っ
て
お
く
べ
き
だ
な
ど
、
被
害
地

域
で
し
か
分
か
ら
な
い
こ
と
を
多
く

学
ん
だ
。

　

神
山
町
で
県
外
か
ら
の
移
住
・
定

住
に
よ
り
地
域
お
こ
し
を
進
め
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー

を
視
察
し
た
。
移
住
・
定
住
を
主
眼

に
、
対
象
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
絞
っ

て
働
き
か
け
を
す
る
な
ど
そ
の
効
果

を
あ
げ
て
い
た
。

　

行
政
も
陰
か
ら
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
成
功
例
と
し
て
参
考
に
な
っ
た
。

　

君
田
温
泉
は
第
三
セ
ク
タ
ー
株
式

会
社
と
し
て
温
泉
経
営
を
は
じ
め
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
林
業
セ
ン
タ
ー
、

美
術
館
な
ど
の
多
角
経
営
を
行
い
黒

字
経
営
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
集

客
の
激
減
や
、
近
く
に
同
様
の
施
設

が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
は
赤

字
と
な
っ
た
。
対
策
と
し
て
平
日
の

集
客
を
よ
り
大
事
に
す
る
方
針
と
し
、

経
営
の
復
活
を
目
指
し
、
責
任
者
教

育
の
再
徹
底
を
行
っ
て
い
る
。

　

阿
波
十
郎
兵
衛
屋
敷
で
地
元
に
伝

承
と
な
っ
て
い
る
人
形
浄
瑠
璃
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て
い
る
歴

史
と
そ
の
背
景
を
視
察
し
た
。

　

か
つ
て
の
よ
う
に
盛
況
さ
は
な
い

が
、
現
在
も
住
民
の
サ
ポ
ー
ト
と
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
の
活
用
や
子
ど
も
へ
の

感
性
に
訴
え
る
方
法
に
よ
り
、
伝
承

に
努
力
が
は
か
ら
れ
て
い
た
。

災
害
の
現
状
と
対
策

７
月
２
日
（
月
）

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

７
月
９
日
（
月
）

経
営
の
取
り
組
み７

月
３
日
（
火
）

芸
能
伝
承
を
活
か
す

７
月
10
日
（
火
）
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広
島
県

徳
島
県

三
入
地
区

神
山
町

三
次
市

徳
島
市

▲土砂災害被害現場

▲NPO法人スタッフから説明

▲力説された社長

▲人形浄瑠璃を体験

学
ん
で
生
か
す

視察報告

総務経済常任委員
会

教育民生常任委員
会



　

町
民
に
親
し
ま
れ
、
読
み
た
く
な

る
議
会
広
報
紙
の
考
え
や
編
集
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

　

職
員
が
編
集
ソ
フ
ト
を
使
用
し
、

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位
入
選
さ
れ

て
お
り
、
と
く
に
表
紙
の
イ
ン
パ
ク

ト
は
参
考
に
し
た
い
。

　

村
で
は
議
員
自
ら
編
集
を
行
い
、

広
報
の
取
り
組
み
も
決
し
て
引
け
を

と
ら
な
い
と
再
確
認
し
た
。

　

高
齢
化
率
41
・
８
％
で
、
要
支
援

が
増
加
し
て
い
る
中
、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
の
必
要
性
が
高
ま
っ

た
。
現
施
設
で
は
居
間
と
食
堂
が
共

用
で
き
な
い
た
め
、
規
制
緩
和
を
粘

り
強
く
国
に
働
き
か
け
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
建
設
中
で
あ
る
。

　

小
さ
な
自
治
体
で
も
住
民
が
困
っ

て
い
れ
ば
役
場
職
員
が
み
ん
な
で
話

し
合
い
、
住
民
に
奉
仕
す
る
公
務
員

の
姿
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

出
前
講
座
は
平
成
13
年
か
ら
町
内

連
絡
協
議
会
が
中
心
と
な
り
福
祉
、

教
育
、
防
災
な
ど
60
項
目
の
メ
ニ
ュ

ー
を
実
施
し
た
が
25
年
を
最
後
に
開

催
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
町
民
と
の
関
係
づ
く
り

に
向
か
う
姿
勢
は
参
考
に
し
た
い
。

　

高
齢
者
施
設
や
保
育
施
設
な
ど
は

指
定
管
理
で
行
っ
て
い
る
。
特
筆
す

べ
き
は
入
所
者
が
減
少
し
、
財
政
上

の
問
題
か
ら
、
父
母
会
が
指
定
管
理

者
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。

　

恵
み
野
地
区
で
は
、
個
人
や
店
の

庭
を
自
分
で
手
入
れ
を
し
、
そ
の
庭

を
一
定
期
間
解
放
に
す
る
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

　

研
究
村
通
り
は
、
無
電
柱
化
さ
れ

て
、
一
軒
当
た
り
の
敷
地
面
積
が
約

１
５
０
坪
、
三
角
屋
根
を
造
る
こ
と
、

道
路
側
に
壁
を
作
ら
な
い
こ
と
が
建

築
条
件
で
、
花
い
っ
ぱ
い
の
住
宅
が

建
ち
並
ん
で
い
た
。

議
会
広
報
活
動

８
月
８
日
（
水
）

高
齢
者
福
祉
施
設８

月
９
日
（
木
）

出
前
講
座
と
指
定
管
理

８
月
８
日
（
水
）

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

８
月
10
日
（
金
）
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北
海
道

北
海
道

仁
木
町

島
牧
村

仁
木
町

恵
庭
市

▲

上
位
入
選
　
議
会
だ
よ
り

▲規制緩和の状況説明

▲仁木町議場

▲研究村通り

学
ん
で
生
か
す

視察報告

広報広聴常任委員
会

行財政調査特別委
員会
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村
政
に

村
政
に

村
政
に

喝喝

議　員 ページ 質　問　事　項

松田　悦郎 ９ １．危険な道路対策の考えは
２．生涯スポーツの検討を

井藤　　稔 10
１．子ども安全条例の制定を
２．議会改革への対応は
３．迅速な予算執行の配意は

松本二三子 11 １．保育無償化は必要な支援か
２．行政懇談会での要望は通るのか

江田　加代 12 １．生活保護のしおりの見直しは
２．中学校教員の勤務実態は

【９月７日（金）】

三島　尋子 13 １．住民が主役で地域づくりを
２．女性の社会参画起業家支援を

河中　博子 14 １．文化の香り豊かな村づくりを

橋井　満義 15
１．開発公社の土地取引はどうなった
２．保育所建て替え検討状況は
３．村独自の婚姻届受理証明書の考えは

７人の議員が質問しました。

【９月６日（木）】

一般質問



QQ
　

王
子
製
紙
正
門

か
ら
下
口
地
区
に

入
る
道
路
は
急
カ
ー
ブ
で

道
幅
が
狭
い
の
で
、
車
の

行
き
違
い
や
周
辺
住
民
も

危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　

こ
の
危
険
な
道
路
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

A
村　
長

　

質
問
箇
所
は
急

カ
ー
ブ
と
な
っ
て
い
る
が
、

速
度
制
限
を
30
㎞
規
制
や

道
路
セ
ン
タ
ー
に
減
速
を

促
す
破
線
の
表
示
、
路
肩

部
に
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
を
設

置
す
る
な
ど
交
通
安
全
対

策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
の
道
路
を
拡
幅
し
た

り
、
日
野
川
右
岸
方
向
に

道
路
の
拡
幅
を
す
れ
ば
、

当
然
住
宅
移
転
も
出
て
く

る
が
、
今
は
そ
の
よ
う
な

判
断
は
し
て
い
な
い
。

　

以
前
こ
の
場
所
に
、
バ

イ
パ
ス
道
路
を
と
い
う
話

は
あ
っ
た
が
今
は
立
ち
消

え
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
道
路
側
溝
に
蓋

が
け
の
要
望
も
あ
っ
た
が

車
両
が
家
屋
へ
突
入
の
危

険
が
あ
り
見
送
り
と
し
た
。

　

今
後
は
、
事
故
防
止
の

た
め
に
減
速
を
促
す
、
さ

ら
な
る
交
通
安
全
対
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
検
討
を

教
育
長　

今
後
も
村
に

合
っ
た
施
策
を
行
う

QQ
　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
は
、
村
民
す
べ

て
の
老
若
男
女
が
絆
を
深

め
自
由
に
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
た
活
動
で
あ
る
。

　

特
色
あ
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
や
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

指
導
者
へ
の
財
政
支
援
も

検
討
さ
れ
た
い
。

A
教
育
長

　

村
民
一
人
ひ
と

り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

こ
と
が
生
き
が
い
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
普
及
活
動
は

競
技
年
齢
を
問
わ
な
い
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

同
期
生
な
ど
で
行
う
ス

ポ
ー
ツ
は
、
関
係
者
の
要

請
が
あ
れ
ば
全
面
的
に
応

援
し
た
い
。

　

こ
の
た
び
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
員
支
援
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
を
制
定
し
た
。

　

こ
の
要
綱
は
村
に
住
所

を
有
す
る
個
人
ま
た
は
団

体
に
対
し
、
中
国
大
会
以

上
に
出
場
し
た
場
合
、
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
指
導
者

に
は
、
引
き
続
き
確
保
に

努
め
た
い
が
、
基
本
的
に

ス
ポ
ー
ツ
少
年
指
導
者
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
補

助
金
は
出
せ
な
い
が
、
で

き
る
だ
け
協
力
し
た
い
。

　

今
後
も
村
に
合
っ
た
施

策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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松田悦郎　議員

危険な道路対策の考えは

村長　さらなる交通安全対策を考える

一般質問

▲危険な道路対策はむずかしい

▲指導者は自分の仕事と両立で大変だ



の
中
で
、
変
え
て
い
く
気

持
ち
が
必
要
と
考
え
る
。

迅
速
な
予
算
執
行
の配

意
は

村
長　

議
論
を
し
て
み
る

必
要
は
あ
る

QQ
　

緊
急
な
村
民
の

要
望
に
対
し
、
迅

速
・
柔
軟
な
予
算
執
行
が

必
要
。

①
要
望
が
、
つ
ど
村
長
ま

で
上
が
る
シ
ス
テ
ム
は
あ

る
か
。

②
予
備
費
の
執
行
基
準
は

あ
る
か
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
へ
の
出
動
補
助
な
ど

は
で
き
な
い
か
。

③
予
備
費
の
予
算
額
は
適

正
な
額
と
判
断
し
て
い
る

か
。A

村　
長

　

①
つ
ど
上
が
る

シ
ス
テ
ム
は
な
い
。
で
き

る
、
で
き
な
い
も
含
め
、

ま
ず
担
当
課
が
把
握
し
、

総
務
課
経
由
で
村
長
協
議

に
上
が
っ
て
く
る
。

②
執
行
基
準
は
な
い
。
把

握
が
む
ず
か
し
い
が
議
論

を
し
て
み
る
必
要
は
あ
る
。

③
当
初
予
算
総
額
の
０
・

２
％
で
周
辺
町
村
も
ほ
ぼ

同
じ
。
適
正
規
模
と
判
断
。

QQ
　

先
日
、
小
学
校

児
童
が
下
校
途
中

に
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
発

生
。
再
発
防
止
の
た
め
国

の
関
係
閣
僚
会
議
が
開
催

さ
れ
、「
登
下
校
防
犯
プ

ラ
ン
」
が
示
さ
れ
た
。

①
関
係
機
関
と
の
緊
急
会

議
や
通
学
路
の
合
同
点
検

は
実
施
さ
れ
た
か
。

②
判
明
し
た
防
犯
上
の
問

題
点
や
推
進
方
針
は
決
定

さ
れ
た
か
。

③
仮
称
子
ど
も
安
全
条
例

を
制
定
す
る
必
要
は
。

A
村
長
・
教
育
長

　

①
現
在
、
下
校

時
に
児
童
が
一
人
に
な
る

区
間
を
押
さ
え
て
い
る
。

９
月
末
ま
で
に
会
議
や
合

同
点
検
を
実
施
す
る
予
定
。

②
実
施
後
に
問
題
点
が
明

ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
人

目
は
あ
る
か
、
時
間
的
に

ど
う
か
な
ど
を
着
眼
に
検

討
す
る
。

③
安
全
は
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
。
今
は
考
え

て
い
な
い
が
、
合
同
点
検

の
実
施
を
待
っ
て
検
討
し

た
い
。

議
会
改
革
へ
の
対
応
は

村
長　

一
緒
に
推
進
し
て

い
く
気
持
ち
が
必
要

QQ
　

２
０
１
７
年
度

議
会
改
革
度
調
査

の
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。

①
県
議
会
が
全
国
で
第
３

位
と
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
。
理
由
を
承
知
し
て

い
る
か
。

②
年
１
回
の
調
査
で
、
今

回
が
８
回
目
。
評
価
の
重

点
は
議
会
機
能
の
強
化
。

　

改
革
に
向
け
た
積
み
上

げ
が
あ
る
と
思
う
が
。

③
村
の
場
合
、
今
何
が
一

番
重
要
か
。
今
後
の
対
応

は
。A

村　
長

　

①
子
育
て
世
代

が
議
員
に
な
り
や
す
く
す

る
た
め
、
託
児
室
の
利
用

に
つ
い
て
改
善
を
図
っ
た

こ
と
な
ど
と
把
握
し
て
い

る
。

②
情
報
の
共
有
な
ど
、
議

会
と
一
緒
に
な
っ
て
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。

③
常
に
行
政
・
議
会
運
営
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子
ど
も
安
全
条
例
の
制
定
を

村
長
・
教
育
長
　
合
同
点
検
の

実
施
を
待
っ
て
検
討

▲みんなで、ながら見守り

▲ボランティアの心を大切に（中部地震）

一般質問

井藤　稔　議員



QQ
　

政
府
は
、
来
年

10
月
に
保
育
等
の

無
償
化
を
実
施
予
定
。

①
待
機
児
童
増
加
な
ど
の

心
配
か
ら
主
要
都
市
で
は

反
対
も
多
い
よ
う
だ
が
。

②
実
施
時
の
、
村
の
対
応

な
ど
は
大
丈
夫
か
。

③
給
食
は
ど
う
な
る
の
か
。

④
消
費
税
増
税
分
が
財
源

な
の
で
あ
れ
ば
、
保
育
だ

け
で
な
く
小
・
中
・
高
校

な
ど
も
支
援
す
べ
き
と
い

う
声
を
、
ど
う
考
え
る
か
。

A
村　
長

　

①
は
っ
き
り
と

し
た
こ
と
が
、
ま
だ
国
か

ら
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

無
償
な
ら
預
け
る
と
い

う
方
も
あ
り
、
待
機
児
童

は
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
の

心
配
は
な
い
が
、
不
足
分

の
８
０
０
万
円
は
村
で
の

負
担
と
な
る
。
１
人
ず
つ

の
金
額
の
計
算
も
必
要
。

③
給
食
費
は
、
無
償
で
は

な
い
。

④
小
学
生
・
中
学
生
に
も

必
要
な
支
援
は
し
て
い
る
。

　

高
校
生
等
に
も
奨
学
金

な
ど
の
支
援
が
あ
る
。

行
政
懇
談
会
で
の

要
望
は
通
る
の
か

村
長　

要
望
を
聞
く
場

で
は
な
い

QQ
　

毎
年
、
各
自
治

会
で
開
催
さ
れ
る

「
行
政
懇
談
会
」
は
行
政

の
話
を
聞
く
こ
と
よ
り
も
、

希
望
・
要
望
を
持
っ
て
参

加
さ
れ
る
方
が
多
い
と
い

う
声
も
あ
る
。

①
ど
の
自
治
会
で
も
、
希

望
や
要
望
は
多
い
の
か
。

②
「
行
政
と
直
接
、
話
が

で
き
る
機
会
」
と
呼
び
込

み
を
し
て
い
る
が
、
参
加

者
が
少
な
い
の
は
期
待
感

が
薄
い
の
で
は
な
い
か
。

③
配
布
さ
れ
る
冊
子
も
、

変
わ
り
ば
え
が
し
な
い
が

再
考
す
る
べ
き
で
は
。

④
行
政
懇
談
会
で
の
要
望

は
、
通
り
易
い
の
か
。

A
村　
長

　

①
要
望
な
ど
は

毎
年
、
自
治
会
要
望
と
し

て
各
自
治
会
長
か
ら
出
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

も
と
も
と
行
政
懇
談
会

は
、
行
政
が
説
明
を
す
る

場
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②
「
行
政
と
直
接
、
話
が

で
き
る
機
会
」
だ
と
は
考

え
て
い
る
。
参
加
人
数
が

少
な
い
こ
と
は
、
検
討
し

て
い
く
。

③
冊
子
は
、
い
ろ
い
ろ
と

検
討
し
、
変
え
て
い
る
。

④
行
政
懇
談
会
で
の
意
見

と
し
て
、
必
要
な
場
合
は

取
り
入
れ
た
り
し
て
い
る
。

　

む
ず
か
し
い
時
に
は
、

自
治
会
長
を
通
じ
て
説
明

し
た
り
し
て
い
る
。
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村長　村の負担もあり国の動向をまつ

保育無償化は必要な支援か

一般質問

▲みんなの笑顔が守れるように

松本二三子　議員

▲次 と々意見・要望がでました



中
学
校
教
員
の勤

務
実
態
は

教
育
長　

実
態
の
デ
ー
タ

を
え
る
こ
と
も
で
き
な
い

QQ
　

文
部
科
学
省
は
、

28
年
度
の
公
立
小

中
学
校
教
員
の
勤
務
実
態

調
査
速
報
値
を
公
表
。
箕

蚊
屋
中
学
校
を
含
め
、
米

子
市
内
の
中
学
校
教
員
の

勤
務
実
態
と
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

A
教
育
長

　

中
学
校
教
員
の

勤
務
時
間
数
に
つ
い
て
は

県
内
で
も
憂
慮
す
べ
き
状

況
で
あ
る
。

　

時
間
外
勤
務
が
80
時
間

超
の
教
員
は
４
人
に
１
人

で
、
身
体
的
に
影
響
が
あ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

米
子
市
立
中
学
校
は
村

の
教
育
委
員
会
の
管
轄
外

で
あ
り
、
村
出
身
の
生
徒

の
学
校
生
活
の
状
況
や
、

学
習
状
況
を
伺
う
こ
と
は

で
き
る
が
、
教
職
員
の
勤

務
実
態
の
デ
ー
タ
を
え
る

こ
と
も
で
き
な
い
し
、
教

員
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て

答
弁
す
る
立
場
に
な
い
。

QQ
　

10
月
か
ら
生
活

保
護
費
が
引
き
下

げ
に
な
る
。
政
府
の
説
明

で
は
、
低
所
得
世
帯
の
生

活
水
準
に
合
わ
せ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

村
長
の
見
解
を
問
う
。

A
村　
長

　

生
活
保
護
基
準

は
社
会
保
障
審
議
会
で
決

定
さ
れ
る
。

　

基
準
額
と
一
般
低
所
得

世
帯
の
消
費
水
準
と
の
均

衡
を
図
り
、
専
門
的
科
学

的
見
地
に
よ
っ
て
、
定
期

的
に
検
証
さ
れ
て
い
る
。

QQ
　

生
活
に
困
っ
た

方
が
安
心
し
て
制

度
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

生
活
保
護
を
紹
介
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
し
お
り
を

見
直
す
自
治
体
が
増
え
て

い
る
、
村
の
取
り
組
み
は
。

A
村　
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
関
し
て
は
、
制
度
等
の

改
正
が
あ
れ
ば
そ
の
つ
ど

修
正
し
て
い
る
。
し
お
り

に
つ
い
て
は
、
県
に
よ
る

生
活
保
護
施
行
事
務
監
査

で
毎
年
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、

表
現
等
の
修
正
を
行
っ
て

い
る
。

QQ
　

生
活
保
護
基
準

は
、
就
学
援
助
な

ど
多
く
の
制
度
に
連
動
し

て
い
る
。
貧
困
の
拡
大
に

つ
な
が
ら
な
い
対
策
が
必

要
と
考
え
る
が
。

A
村　
長

　

国
は
、
で
き
る

だ
け
そ
の
影
響
が
及
ば
な

い
対
応
を
基
本
に
し
て
い

る
。

　

准
要
保
護
に
対
す
る
就

学
援
助
の
地
方
単
独
事
業

は
、
国
の
趣
旨
を
理
解
し

た
う
え
で
、
各
自
治
体
に

判
断
が
任
さ
れ
て
い
る
。

　

個
人
住
民
税
の
非
課
税

限
度
額
等
に
つ
い
て
は
、

31
年
度
以
降
の
国
の
税
制

改
革
で
対
応
を
検
討
す
る
。
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江田加代　議員

村
長
　
監
査
を
受
け
表
現
等
を
修
正

生
活
保
護
の
し
お
り
の
見
直
し
は

▲先生の“ゆとり”の保障を

一般質問

▲小田原市・日吉津村の生活保護のしおり



QQ
　

今
年
度
改
め
て
、

各
自
治
会
に
職
員

を
配
置
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
取
り

組
む
と
発
表
さ
れ
た
。
そ

の
目
的
と
職
員
の
役
割
は
。

A
村　
長

　

16
年
度
よ
り
、

各
自
治
会
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
を
支
援
し
て
き
た
。
近

年
、
地
域
を
支
え
る
人
材

の
高
齢
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
変
化
し
て
き
て
い

る
。
つ
な
が
り
の
場
な
ど

課
題
へ
の
支
援
、
地
域
の

習
慣
を
大
事
に
、
具
体
的

に
は
、
災
害
時
に
お
け
る

行
政
と
地
域
の
役
割
分
担

な
ど
が
あ
る
。

　

職
員
は
、
地
域
と
行
政

を
つ
な
ぐ
こ
と
を
側
面
か

ら
支
援
す
る
。

QQ
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
現
状
況
は
、

少
子
高
齢
化
で
役
員
の
な

り
て
不
足
な
ど
課
題
は
多

い
。
何
年
計
画
で
取
り
組

む
の
か
。

　

地
域
づ
く
り
に
求
め
ら

れ
る
リ
ー
ダ
ー
、
人
材
育

成
の
考
え
は
。

A
村　
長

　

独
自
の
取
り
組

み
で
終
期
は
な
い
。
い
っ

し
ょ
に
進
ん
で
い
く
こ
と

が
行
政
の
役
目
で
あ
る
。

　

人
材
育
成
は
、
互
い
に

協
力
・
連
携
し
て
、
鳥
取

県
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
協

力
も
え
て
や
っ
て
い
く
。

QQ
　

自
治
会
公
民
館

と
ヴ
ィ
レ
ス
テ
が
、

連
携
し
て
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
は
、
地
域
活
性
化

に
有
効
で
は
な
い
か
。

A
教
育
長

　

生
涯
学
習
の
基

盤
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
、
自
治
会
活

動
と
連
携
す
る
こ
と
は
効

果
的
と
考
え
る
。

　

提
案
に
つ
い
て
は
、
ぜ

ひ
、
進
め
て
い
き
た
い
。

女
性
の
社
会
参
画　

起
業
家
支
援
を

村
長　

�
仕
事
づ
く
り
施
策

に
掲
げ
て
い
る

QQ
　

地
方
創
生
で
は

女
性
の
力
は
切
り

離
せ
な
い
と
し
て
い
る
。

　

女
性
が
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
活
躍
で
き
る
支
援
、
地

方
創
生
に
よ
る
女
性
起
業

家
支
援
の
考
え
は
。

A
村　
長

　

県
西
部
で
、
特

定
商
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

　

村
の
起
業
支
援
推
進
柱

の
一
つ
と
し
て
、
仕
事
づ

く
り
施
策
に
女
性
支
援
を

掲
げ
て
い
る
。
村
内
で
起

業
す
る
人
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
と
し
、
性
別
を
特

定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

QQ
　

や
り
が
い
を
も

っ
て
活
動
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
は
、
社
会

教
育
の
役
割
は
大
き
い
と

考
え
る
。
社
会
教
育
団
体

等
へ
の
意
識
啓
発
は
。

A
教
育
長

　

各
団
体
に
し
ぼ

っ
た
意
識
啓
発
は
行
っ
て

い
な
い
。

　

今
年
度
は
、
男
女
共
同

参
画
事
業
と
連
携
し
て
、

だ
れ
も
が
生
き
や
す
い
社

会
の
意
識
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
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村長　地域の習慣を大事に役割分担

住民が主役で地域づくりを

▲�今年度のクリーン作戦は自主的な女性の会が担
当

▲「むらづくり講座」学びの多い話でした

一般質問

三島尋子　議員



QQ
　

子
ど
も
た
ち
に

村
独
自
の
伝
統
文

化
を
継
承
す
る
考
え
は
。

A
教
育
長

　

伝
統
文
化
の
継

承
は
と
て
も
大
切
で
、
日

吉
津
村
に
生
ま
れ
育
っ
た

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
、

大
事
な
要
素
の
一
つ
と
考

え
る
。

　

と
ん
ど
さ
ん
、
ひ
の
ぼ

り
さ
ん
な
ど
、
昔
な
が
ら

の
年
中
行
事
は
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど

で
継
続
が
む
ず
か
し
く
な

っ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
今

後
は
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
な
、
活
動
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

村
内
行
事
の
記
録
を
残
し
、

い
ろ
い
ろ
な
自
治
体
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
情
報
を

収
集
し
て
、
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QQ
　

総
合
計
画
の
中

に
、
ふ
る
さ
と
意

識
は
、
文
化
の
再
発
見
、

新
し
い
芸
術
・
文
化
活
動

の
掘
り
起
こ
し
や
育
成
で

高
ま
る
と
あ
る
。
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

A
教
育
長

　

ま
ず
、
文
化
の

香
り
豊
か
な
村
づ
く
り
に

つ
い
て
の
質
問
に
は
、
共

感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
、
ヴ
ィ
レ
ス
テ
ひ

え
づ
で
、
芸
術
あ
る
い
は

創
作
活
動
の
成
果
を
発
表

し
て
い
た
だ
く
機
会
を
、

年
々
増
や
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
を
ま
ず
盛
ん
に
し
て

い
く
。

　

発
表
の
機
会
を
増
や
す

こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の

創
作
意
欲
が
高
ま
る
よ
う

に
つ
と
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
活

動
が
一
層
さ
か
ん
に
な

る
よ
う
、
支
援
し
て
い

く
。QQ

　

文
化
は
、
そ

の
土
地
に
育
つ

子
ど
も
た
ち
の
成
育
や

人
格
形
成
に
、
大
き
な

影
響
を
与
え
る
と
言
わ

れ
る
。

　

た
と
え
ば
夏
休
み
に
、

ヴ
ィ
レ
ス
テ
に
著
名
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
、

本
物
の
芸
術
に
触
れ
る
機

会
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

A
教
育
長

　

子
ど
も
た
ち
や

村
民
に
と
っ
て
、
香
り
高

い
、
本
物
の
芸
術
に
出
あ

い
鑑
賞
す
る
こ
と
は
、
と

て
も
大
切
だ
と
思
う
。

QQ
　

鳥
取
県
立
博
物

館
で
は
、無
料
で
、

地
域
に
出
張
し
て
本
物
の

館
蔵
品
を
見
せ
る
「
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
宅
配
便
」
を
や

っ
て
い
る
。

　

こ
う
い
う
取
り
組
み
も
、

必
要
で
は
な
い
か
。

A
教
育
長

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

宅
配
便
に
つ
い
て
は
、
ぜ

ひ
検
討
し
た
い
。
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教
育
長
　
本
物
に
触
れ
る
こ
と
が
大
切

文
化
の
香
り
豊
か
な
村
づ
く
り
を

▲日吉津の匠
たくみ

展　2017.12 ヴィレステひえづにて

▲とんどさん　新年に祈る

一般質問

河中博子　議員



QQ
　

土
地
取
引
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で

も
明
確
な
答
弁
が
な
い
。

改
め
て
次
の
点
を
問
う
。

①
土
地
交
渉
に
関
る
地
図

地
番
、
価
格
の
提
示
し
説

明
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
土

地
取
引
の
契
約
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

②
相
手
方
と
の
覚
書
を
提

示
し
、
変
更
経
緯
と
説
明

を
。

A
村　
長

　

①
詳
細
に
つ
い

て
は
農
業
委
員
会
の
許
可

を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
正
確
な
も
の
を

出
せ
な
い
。
許
可
が
出
れ

ば
議
会
提
案
を
し
、
議
決

を
え
た
い
。

　

ま
た
、
土
地
取
引
に
つ

い
て
仮
契
約
等
は
し
て
い

な
い
。

②
覚
書
に
つ
い
て
は
平
成

元
年
11
月
に
田
園
居
住
区

の
宅
地
１
万
㎡
と
Ｃ
Ｃ
Ｚ

区
域
の
宅
地
６
０
０
０
㎡

を
譲
渡
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　

３
年
３
月
に
は
土
地
の

交
換
に
関
る
一
部
の
変
更

を
行
い
、
同
年
７
月
に
は

５
号
線
以
北
３
０
０
０
㎡

の
土
地
と
一
部
変
更
し
た
。

　

相
手
と
の
覚
書
に
よ
る

面
積
が
満
た
さ
れ
な
い
現

状
に
至
っ
て
い
る
が
、
12

月
議
会
に
諮
っ
て
年
度
内

に
解
決
し
た
い
。

保
育
所
建
て
替
え

検
討
状
況
は

村
長　

検
討
委
員
会
で

協
議
す
る

QQ
　

保
育
所
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
検
討
委
員
募
集

の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

こ
の
計
画
の
財
源
と
償

還
計
画
ま
た
、
児
童
館
等

と
の
複
合
施
設
の
考
え
は
。

A
村　
長

　

公
募
委
員
は
２

名
あ
り
、
あ
と
８
名
は
関

係
団
体
か
ら
選
出
い
た
だ

き
10
名
で
あ
る
。
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
き
取
り
組
ん
で
行
く

が
、
補
助
金
や
地
方
債
を

適
切
に
活
用
し
行
っ
て
い

く
。
児
童
館
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
複
合
化
さ

せ
、
隣
接
施
設
と
一
体
化

し
連
け
い
を
は
か
り
た
い
。

　

今
後
は
検
討
委
員
会
で

協
議
さ
れ
る
が
、
洪
水
に

よ
る
浸
水
の
対
応
も
備
え

た
施
設
と
し
て
も
考
慮
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

村
独
自
の
婚
姻
届
受
理

証
明
書
の
考
え
は

住
民
課
長　

手
数
料
な
ど
を

ふ
ま
え
、
検
討
し
た
い

QQ
　

婚
姻
届
受
理
証

明
書
を
村
独
自
の

特
徴
あ
る
も
の
に
、
検
討

で
き
な
い
か
。

A
住
民
課
長

　

上
質
紙
で
手
数

料
は
高
く
な
る
が
、
検
討

し
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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村長　農業委員会の許可後提案したい

開発公社の土地取引は
どうなった

一般質問

▲保育所建て替え検討の土地

▲土地交換される予定地の一部

橋井満義　議員



９月定例会で審査した陳情は次の２件でした。　　　　
審査の結果、１件は不採択、他の１件は採択となりました。

陳
情
第
３
号

陳
情
第
４
号
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『
沖
縄
県
に
よ
る
「
辺
野
古
沿
岸
埋
め
立
て

承
認
撤
回
の
意
思
」
を
尊
重
す
る
よ
う
日
本
政

府
に
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情
』

　

陳
情
者

　

沖
縄
と
連
帯
す
る
と
っ
と
り
の
会

　
　

共
同
代
表

　
　

石
田 

正
義
・
一
盛　
真
・
伊
藤 

英
司

【
委
員
会
審
査
結
果
】

　

賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択

　
　
（
趣
旨
採
択
２
・
採
択
１
・
継
続
審
査
１
）

【
本
会
議
審
査
結
果
】

賛
成�

江
田　

加
代　
議
員

　

陳
情
者
の
、
辺
野
古
の

基
地
問
題
は
民
主
主
義
の

問
題
で
あ
り
、
国
の
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
関
与

は
、
必
要
最
小
限
の
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
地
方
自
治
の
本
旨
に

照
ら
し
て
審
議
を
願
い
た

い
と
の
訴
え
に
強
く
賛
同

し
、
賛
成
す
る
。

反
対�

加
藤　

修　
議
員

　

沖
縄
の
民
意
を
最
大
限

尊
重
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

９
月
30
日
投
開
票
の
知
事

選
の
結
果
を
ま
っ
て
意
見

書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対　

�

井
藤　

稔　
議
員

　

最
高
裁
で
の
取
り
消
し

訴
訟
が
敗
訴
後
、
現
知
事

（
代
行
）
に
よ
り
、
承
認

後
の
工
事
の
違
法
性
な
ど

を
理
由
に
、
承
認
の
撤
回

処
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

「
オ
ー
ル
日
本
」
の
視

点
で
、
沖
縄
の
現
状
に
配

意
し
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と

つ
解
決
を
し
て
い
く
努
力

が
必
要
。
軽
々
に
判
断
す

べ
き
で
な
い
。

　
『
教
職
員
定
数
改
善
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
を
は
か

る
た
め
の
、
２
０
１
９
年

度
政
府
予
算
に
意
見
書
採

択
の
要
請
に
つ
い
て
』

　

陳
情
者

鳥
取
県
教
職
員
組
合
西
部

支
部支

部
長　

西
田　

周
郎

鳥
取
県
高
等
学
校
教
職
員

組
合
西
部
支
部

　

支
部
長　

藤
波　

敦
夫

【
本
会
議
審
査
結
果
】

　
　
全
会
一
致
　

関
係
機
関
に
、
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

賛
成

反
対

江
田

河
中

三
島

井
藤

加
藤

橋
井

松
田

松
本

不
採
択

討 

論

▲

�

普
天
間
基
地

▲

�

辺
野
古
沖
合

陳情審査

採

択

陳情審査



神
社
に
つ
い
て
の
思
い
出
は

み
な
さ
ん

　

小
学
生
の
こ
ろ
、
神
社
裏
の

小
高
い
山
で
、
手
作
り
竹
ス
キ

ー
を
し
て
遊
ん
だ
こ
と
な
ど
が

思
い
出
で
す
。
楽
し
か
っ
た
で

す
ね
ぇ
。

お
世
話
さ
れ
て
、
ど
れ

く
ら
い
で
す
か

中
口
さ
ん

　

平
成
12
年
の

地
震
で
灯
篭
が

倒
れ
、
何
か
で

き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
と
、
お
世

話
し
て
き
ま
し

た
。

高
田
さ
ん

　

神
社
委
員
を

し
た
こ
と
か
ら

で
す
。
近
年
、

総
代
を
す
る
人
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

お
仕
事
の
内
容
は

中
口
さ
ん

　

正
月
へ
の
準
備
、
新
年
の
か

が
り
火
焚
き
、
は
ま
や
・
お
み

く
じ
売
り
、
祭
り
の
手
伝
い
な

ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。

文
化
財
登
録
の
感
想
は

上
野
さ
ん

　

８
年
ほ
ど
前
か
ら
調
査
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

建
造
物
全
部
が
登
録
に
な
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
聞
き

蚊
屋
島
神
社
の
由
来
な
ど
、
あ

ら
た
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

村
民
へ
何
か

益
田
さ
ん

　

神
社
に
お
参
り
し
て
、
春
夏

秋
冬
の
四
季
を
感
じ
、
親
し
ん

で
ほ
し
い
。

上
野
さ
ん

　

こ
の
神
社
の
氏
子
で
生
ま
れ

た
人
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
死

ぬ
ま
で
は
、
産う
ぶ

土す
な

神が
み

が
守
っ
て

く
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
、
神
社
の
こ
と
を

伝
え
て
ほ
し
い
。

村
や
議
会
へ
は

み
な
さ
ん

　

全
部
の
建
物
が
、
国
登

録
文
化
財
に
な
っ
た
こ
と

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
ほ
し
い
。

「
議
会
ひ
え
づ
」
に

つ
い
て

み
な
さ
ん

　

見
や
す
く
編
集
さ
れ
て

い
る
。
表
紙
も
い
い
が
、

議
会
ひ
え
づ
の
字
体
を
工

夫
し
、
色
を
明
る
く
す
る

と
、
な
お
よ
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
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中口博夫さん 高田　知さん
上野秀雄さん

益田俊介さん

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

村民インタビュー

村民

インタビュ
ー

村民

インタビュ
ー
神社のお世話をする
みなさんにお聞きしました

蚊
屋
島
神
社
全
建
造
物（
８
棟
）が

国
登
録
有
形
文
化
財
に



編編編
集集集
後後後
記記記

　

蚊
屋
島
神
社
本
殿
な
ど

境
内
の
８
棟
が
国
登
録
有

形
文
化
財
へ
！ 

主
神
が

２
神
（
伊
勢
と
出
雲
）
祭

ら
れ
る
複
合
社
殿
で
固
有

性
が
極
め
て
高
い
造
り
！

ま
だ
ま
だ
、
謎
も
多
い
！

　

村
の
大
き
な
宝
で
あ
り
、

将
来
に
夢
を
つ
な
ぐ
う
れ

し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん

の
宝
や
夢
は
何
で
し
ょ
う

か
。

　

み
ん
な
の
宝
や
夢
を
大

切
に
は
ぐ
く
む
村
議
会
で

あ
り
た
い
も
の
で
す
。

─
井
藤　

記
─

【
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
】

松
本
二
三
子
・
三
島　

尋
子

松
田　

悦
郎
・
井
藤　
　

稔

江
田　

加
代

 

表
紙

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら

れ
た
中
口
さ
ん
ご
夫
婦

　

広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
議
会

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
吉
野
政
明
氏

か
ら
、
住
民
に
読
ま
れ
伝
わ
る
議

会
広
報
紙
の
基
本
と
編
集
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

指
導
の
内
容
は
、
県
内
の
14
町

村
で
作
成
さ
れ
た
広
報
紙
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
通
じ
て
の
実
践
的
な
指

導
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
わ
か
り
や

す
く
、
今
後
の
作
成
に
活
か
せ
る

も
の
で
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
代
表
理

事
金
野
幸
雄
氏
の
、
講
演
を
聞
き

ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
国
土
計
画
な
ど
を
専

門
と
さ
れ
、
歴
史
的
建
築
物
を
活

用
し
た
再
生
事
業
を
推
進
す
る
か

た
わ
ら
、
ま
ち
づ
く
り
専
門
家
会

議
の
委
員
と
し
て
活
躍
中
で
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い

て
伺
い
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
講
演
の
前
段
で
松
田
悦

郎
議
員
が
自
治
功
労
者
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
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西
部
広
域
消
防
圏

連
合
演
習
視
察

　
　
と　

き　

８
月
19
日
（
日
）

　
　
と
こ
ろ　

今
吉
・
富
吉
地
内

　

鳥
取
県
西
部
消
防
協
会
主
催
の

連
合
演
習
が
７
年
ぶ
り
に
村
内
で

実
施
さ
れ
、
議
員
も
視
察
し
ま
し

た
。

　

大
火
災
に
発
展
し
た
場
合
の
、

相
互
応
援
要
領
な
ど
に
つ
い
て
、

火
災
発
生
場
所
の
消
防
団
を
基
幹

と
す
る
訓
練
で
あ
り
、
見
ご
た
え

の
あ
る
も
の
で
し
た
。

▲各町村の広報紙

▲今吉地区での放水訓練

次回の定例議会は
12月です。

まっちょうよー !!

県
町
村
議
会

広
報
研
修
会

　
　
と　

き　

８
月
７
日
（
火
）

　
　
と
こ
ろ　

三
朝
町　

渓
泉
閣

西
部
町
村
議
会

議
員
研
修
会

　
　
と　

き　

８
月
21
日
（
火
）

　
　
と
こ
ろ　
江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー




